
 

 

 

 

 

校外学習について 
皆さんは、「技能五輪大会」というものを知っていますか。ホームページを見ると 

国内の青年技能者（原則 23 歳以下）を対象に、技能競技を通じ、青年技能者に努力目標を与えるととも

に、技能に身近に触れる機会を提供するなど、広く国民一般に対して技能の重要性や必要性をアピールし、技

能尊重機運の醸成に資することを目的として実施する大会です。 

と掲載されています。要約すると、「若い方達のもの作りの技術を競う大会」です。社会科の授業でもやりまし

たが、愛知県には中京工業地帯があり、日本最大の輸出金額を誇っています。皆さんには、この日本の工業を支

えている「もの作り」や日本有数の企業がどのようなものを作っていて、どのような仕事をしているのかを実際に

見学することで、将来の進路選択に役立てて欲しいと思い、今回の校外学習を計画しました。また、皆さんの生活

に欠かせないエネルギーや自動車の過去、現状、未来について学び、今後、どのような生活を送っていくのかを

考えるきっかけにして欲しいと思います。校外学習を次のように行いたいと思います。 

日 時   1 月 17日(水) 8:30(出発)～15:30(帰着) 予定 

行 程   

クラス 午前 午後 

1 組 
株式会社アイシン 

高浜市清水町 3-2-7 

東邦ガスエネルギー館 

愛知県東海市新宝町 507-2 

2 組 
トヨタ紡織株式会社 

豊田市西中山町又吉洞 5-8 

トヨタエコフルタウン 

豊田市元城町３-11 

3 組 
株式会社豊田自動織機 

大府市江端町 3-217 

でんきの科学館 

名古屋市中区栄２丁目２-５ 

4 組 
株式会社トーエネック 

名古屋市南区滝春町 1-79 

トヨタ産業技術記念館 

名古屋市西区則武新町 4-1-35 

※ 詳細の行程に関しては、後日お伝えします。昼食は、お弁当を午後の見学地でとります。 

進路学習について 
11 月 28 日(火)に進路学習の一環で「自分を知ろう」という授業を行いました。自分がどんな人間か確認す

ることはできましたか。人は一人一人顔や性格が違うのと同じように、「幸せ」という価値観も違ってきます。ただ

皆さんに共通していることは、「幸せ」は待っていてもやってこないので、自分から掴みにいくものです。また、「幸

せ」は与えられるものでなく、与えるものだと思います。それでは、自分が「幸せ」になるために、やるべきことを３

つ書いて見てください。 

   

「幸せ」は簡単に掴むことできるものではありません。前述した通り、待っていてもやってくるものでもありません。

これからの長き人生を「幸せ」に生きていくためにも、「主体的」に「粘り強く」生きていける人になってください。 

保護者の皆様へ 
 1 月 17 日(水)の校外学習当日に、お弁当をお願いしたいと思います。お手数おかけしますが、よろしくお願

いします。また、校外学習の費用に関しては、学年費から使わせていただきます。 
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